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A

道徳、KOKOKARAの教育と教
科の関連づけを明確に実践
しているか

A

全員ICTを合言葉に、誰もが
使いこなせるICT推進体制が
整っているか

A

学習内容は、効果的なもの
となるよう系統的、横断的
に計画、実践しているか

A

自己評価
の適切さ

改善策の
適切さ

重
点
目
標
・
経
営
方
針

日々の教育実践は、学校教
育目標や校訓、目指す学校
像、生徒像、学びの重点を
踏まえて行っているか

 「道徳、KOKOKARAの教育と教科の関連づけ
を明確に実践しているか」の項目について
は、教育課程の課題として教務部主導のも
と、全職員が学校全体の取り組みとして意
識できるよう、成果の見える化を進めるこ
とが望ましい。
　
 「全員ICTを合言葉に、誰もが使いこなせ
るICT推進体制が整っているか」の項目につ
いては、札幌市立の学校として、ハード
面、ソフト面が充実している一方、それを
使う側のスキル不足が露呈した結果であろ
う。研修の積み重ねでは頭打ちなところも
あるため、職員の意識改革（苦手意識の克
服）が進むよう、身近なツールとしてICT機
器を活用する習慣付けを行える体制を整備
できればよい。

A

A

学校組織は教育目標達成の
ために有効に機能している
か

A

ふりかえりや授業において
ICT機器を効果的に活用して
いるか

A

協育実習、地域実習、授業
において地域とのつながり
を、生徒の経験や学びに活
用することができているか

A

一人一人の生徒に分かりや
すいように授業づくりを工
夫しているか

3 自己評価結果に対する学校関係者評価

【自己評価の適切さ】A適切、B厳しい、Cあまい　【改善案の適切さ】A適切、B厳しい、Cあまい、D要再検討

分
野

評 価 項 目

自 己 評 価 学校関係者評価

改善の方策

・進化（Evolution）～変えていくべきもの　　次代のみなみの杜を見据えた学校づくりの検討

令和5年度　自己評価及び学校関係者評価書
令和6年2月1日

市立札幌みなみの杜高等支援学校

本年度の重点目標

１．みな杜の「学び」の深化～グランドデザインによる、学びの積み重ね

２．センター的機能の発揮～学校力（魅力＋活力）の発信　＋学校内への発信

３．ICT環境の整備とICT活用の拡大～道具として使いこなす、全員ICT

本年度の経営方針

テーマ：深化（Deepening）と進化（Evolution） Season2

・深化（Deepening）～より深めていくべきもの　　みなみの杜らしい特色のある教育活動の追求
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A

A

A

C

A

A

サポートシートやKATARAIを
通して生徒の成長過程を分
かりやすく保護者や本人に
伝えているか

A

学校は、生徒にとって落ち
着いて生活できる日課を設
定しているか

A

学校は、生徒にとって充実
した生徒会活動、部活動を
設定しているか

A

生徒の悩みや不安などの相
談にのるなど、きめ細やか
な指導を行っているか

A

スクールカウンセラーや医
療機関、相談機関、労働機
関等との連携に努めている
か

A

体罰（暴言などの不適切な
指導も）のない節度ある行
動、態度で指導できている
か

A

学校関係者
評価委員に
よる評価

・道徳、KOKOKARAを教科と関連付けるための工夫は必要かもしれませんが、個々の教員によって
様々な教育場面で取り組まれていることはアンケート結果でもあらわれています。
・みな杜のICT活用意識及び基準が高いと思います。体制は充分整っていると感じますので、よ
り一層のレベルアップを目指していると理解しました。
・本年度の重点目標と経営方針はHPには掲載されていないので、学校関係者には学校要覧または
教育計画の該当部分の資料を事前に見せていただければ幸いです。
・苦手分野の項目にも向き合い、今後も着手し易い項目になるよう、体制を整えていってくださ
い。
・地域とのつながりを大切にした取組が生徒の経験や学びに活かされている点は素晴らしいと思
います。
・授業について生徒たちの評価が低いのは検討が必要かと思いました。

校内外でのトラブル（いじ
めや人間関係など）があっ
たとき、適切に対応してい
るか

A

学
校
生
活

社会的ルールやマナーな
ど、実社会の生活に対応し
た指導が実践されているか

　「学校は、生徒にとって落ち着いて生活
できる日課を設定しているか」の項目が
49％と低い状況であり、記述式意見集約に
おいても日課の余裕がない状況を指摘して
いる意見があった。具体的な対策として授
業間の５分休憩（移動や更衣を含む）を10
分に伸ばせないかとの意見が、開校当初よ
り出されているが、下校時間が遅くなるこ
と、部活動時間が減ることなどの兼ね合い
があり、実施が見送られている状況にあ
る。

　「授業時間の運用の仕方を工夫し、移動
や更衣の時間、ふりかえりの時間などを含
めて１コマの授業を計画していく」ことが
できれば余裕が生まれてくると教務部から
提案もあるが、積極的な取り組みはあまり
見られない。
　
⇒次年度、教務部からの提案を全職員が共
通理解したうえで実践してみる。結果をふ
りかえり、検討を進めていく。

A

挨拶や時間を守るなど、規
律ある指導を行っているか A

男女交際や性指導などの指
導は、思春期及び生徒の実
態に対応しているか

A

生徒や保護者に進路に関す
る情報を適切に伝えている
か

A

サポートファイさっぽろなどを
通して、教育計画、方針につい
て保護者へ十分な説明をし、共
通理解が図られているか

A



A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

家庭との連絡を適切にと
り、家庭の協力や理解を
図っているか

A

管理職は、学校課題の解決
等に向けてリーダーシップ
を発揮しているか

A

教務、事務間の連携は、十
分に図られているか A

事務的続き等の保護者への
説明が適切に行われている
か

A

A

学校関係者
評価委員に
よる評価

・「学校は、生徒にとって落ち着いて生活できる日課を設定しているか」の項目について、評価
点が低い理由として、時間に余裕がない状態とあるように、休憩時間を延ばせないか検討してい
ただきたい。
　企業では・・お昼の休憩（１時間←労働時間が８時間を超える場合）
　　　　　　　　　　　　⇒残業のことも加味して、1時間休憩の企業がほとんどです。
　　　　　　　午前・午後休憩(企業努力)　10～15分
　　　　　　　　＊夏場や冬場の厳しい期間は15分に設定しております。
　企業就労に慣れるためにも、時間割や休憩も合わせてみては？
　　　　　　　　　　　　　　　⇒８時間労働がキツイと言う生徒さんが多い。
･日課のゆとりについては、教師も生徒も感じている要望なので、改善に向けて取り組むことは
必要だと思いました。具体的な改善点は校内で検討してもらうのが最良だと思います。
・昨年同様、生徒たちにとって日課にゆとりなく過ごしている様子が感じられました。日課の検
討が必要かと思われました。改善策も出されているので、来年度に向けて実際の取組が見えるこ
とを期待します。
・開校当初より出されている意見であるなら、10分休憩を早く試してみて、それによる問題点を
具体化して、少しずつでも改善していくべきだと思います。

・学校の指導内容が保護者には見えていないようなアンケート結果もありましたが、マスコミや
HPの更新などで関心を持つことで、少しずつ保護者が知ろうとすれば解消していくと思いまし
た。

・教師側のICT活用に対する改善も考えられていましたが、生徒からもipadなどの持ち帰りの要
望がありました。授業の改善によって生徒の取り組む姿勢を高めていことも必要だと感じまし
た。

学校の施設･設備は安全に留
意してよく整備･管理をして
いるか

A

学
校
運
営

みな杜応援団の活動は、学
校活動に活かされているか

　今後も高い水準を維持できるよう、各項
目に関する事柄が充実していることを更に
実感できる方策（他校との比較やちょっと
した気づきから得られる改善に向けての取
り組みと、その迅速化など）を講じていく
ことが有効かと思われる。

A

学校予算は計画的、効果的
に執行されているか A

専門性や指導技術の向上を
図るために積極的に研修を
行っているか

A

情報管理や情報共有は適切
にされているか A

みなみの杜の教職員として
の自覚をもった言動ができ
ているか



学校関係
者評価委
員による

評価

・応援団の動きが団長自身よく分からず、教職員や学校に良いサポートになっているのか、負担
をかけすぎていないか、反省しています。
・学校運営に関しては、教職員、保護者共に高い水準で評価されており、問題ないかと思いま
す。

・経営方針のEvolution（進化）が次の世代のみな杜の課題だと思います。

・みな杜の教職員の皆さんの教育活動に取り組む自覚と自信には高い意識があると感服していま
す。みな杜の教職員としての誇りをもって仕事をすることで生徒に良い影響を与えていると感じ
ます。
・生徒の日課のゆとりも課題となっていますが、教職員の皆さんの働き方も工夫しながら改善し
ていってください。
・教職員の方々が様々な活動をする上で仕事量が増え過ぎていないか？限られた人数で割り当て
て業務に就いていると思うので、減らせる項目がないかなど、仕事を精査することも必要。

・みな杜応援団の方々や専門家の方々のサポート体制が充実されて、生徒たちにとってよい学び
となっていると感じています。
・地域の方々にとってもカフェが根付いてきており、「みな杜マルシェ」の盛り上りもあり、地
域の身近な場所になっていて、日々の実践の成果と思います。
・体育館の開放もいろいろな団体の方から助かっていると聞いています。学校が活用される取組
素晴らしいです。


